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とおガ詐3昭和57年4月10日

≡一塑月…簸醒蘂選藝麟醗箋塑麟i築麺…
本
国
民
は
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
カ
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投

票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昭
和
五
十

六
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
に
県
内

の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

人
は
、
前
の
住
所
地
の
市
町
村
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
十
日
町
市
長
の
発
行
す
る
証
明

書
（
市
民
生
活
課
の
窓
口
で
発
行
し

　
　
任
期
満
了
に
伴
う
新
潟
県
知
事
選
挙
は
、
去
る
三

　
月
三
十
一
日
に
告
示
さ
れ
、
四
月
二
十
五
日
に
投
票

　
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
県
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
た
い
せ
つ

　
な
選
挙
で
す
。
棄
権
の
な
い
よ
う
、
自
分
の
一
票
に

　
責
任
を
も
つ
て
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。

　
　
投
票
で
き
る
人

投
票
日
当
日
満
二
十
歳
以
上
の
日
　
　
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
ふ

皿
…

』
…

結
皿
…

』
…

　
…

　
…

粍鞘結樵暑鞘鞍愚糖

　
　
　
を
提
示
し
な
い
と
投
票
で
き

　
　
　
　
投
票
日
が
休
日
に
当
た
り

ま
す
の
で
事
前
に
証
明
書
の
発
行
を

　
　
　
投
票
の
時
間

　
投
票
の
で
き
る
時
間
は
午
前
七
時

～
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、
投
票
の

時
間
に
変
更
が
あ
る
所
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時
間

を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
時
間
に
遅

れ
て
大
事
な
あ
な
た
の
一
票
を
ム
ダ

に
し
な
い
よ
う
注
音
心
し
ま
し
ょ
う
。

●●

（
ハ

良い選球！ノ

　　　清き一票

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通

じ
四
月
十
日
す
ぎ
に
お
届
け
し
ま
す
。

投
票
所
に
は
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
な
く

し
た
と
き
、
そ
の
ほ
か
ご
不
審
の
あ

る
と
き
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
名
は
は
っ
き
り
と

　
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
書
い
た
字

が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
無
効
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
名
前
は
、

は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
日
に
、
有
権
者
が

投
票
所
に
行
っ
て
、
直
接
自
分
で
投

票
す
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、

旅
行
や
病
気
、
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
事
情
で
、
自
ら
投
票
所
に
行
け

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
期
間
は
、
選
挙
の
告
示
の
日
（
三

月
三
十
一
日
）
か
ら
、
投
票
日
前
日

の
四
月
二
十
四
日
ま
で
で
、
時
間
は

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
市
役
所
二
階
の
選
挙
事
務

四

投
票
す
る
場
所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

入
場
券
を
確
認
し
て
、
間
違
い

投
票
区
名

投
票
所
名

投
票
に
参
集
す
べ
き
区
域

第
　
　
六

庭
野
健
蔵
宅

菅
沼
、
　
大
池

第
二
十
九

吉
田
中
学
校

小
泉
全
域
、
　
樽
沢

室
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
入
場
券
と

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
代
理
投
票

　
自
分
で
書
く
の
が
原
則
で
す
が
、

身
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
字
が
書

け
な
い
た
め
に
、
自
分
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
選
挙
の
当
日
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
二
人

の
投
票
補
助
者
が
決
め
ら
れ
、
一
人

が
お
聞
き
し
た
候
補
者
の
名
前
を
代

筆
し
、
他
の
一
人
が
そ
れ
に
立
ち
会

っ
て
確
認
し
、
代
理
投
票
が
行
わ
れ

ま
す
。
投
票
を
補
助
し
た
二
人
は
、

誰
に
書
い
た
か
は
ゼ
ッ
タ
イ
他
人
に

話
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
安
心
し
て
お
た
の
み
く
だ

さ
い
。　

　
点
字
投
票

目
の
不
自
由
な
か
た
は
、
点
字
に

‘
■
…
≡
…
■
圏
曹
…
胃
…
…
1
1
…
…
6
■
…
…
一
i
■
…
…
・
…
0
聖
…
…
i
■
．
申
曹
．
甲
層
3
一
茜
璽
…
…
茜
1
…
曹
噂
3
i
畢
…
…
茜
璽
…
…
議

県
知
事
選
挙
立
会
演
説
会

◎
と
　
き
　
四
月
十
八
日
倒
午
後
七
時
か
ら

◎
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

◎
演
説
時
間
　
　
一
人
三
十
分

㎞

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
目
の
当
日
、
遠
慮
な
く
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
郵
便
投
票

　
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、

自
宅
で
投
票
用
紙
に
書
い
て
郵
便
で

選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
る
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
、
つ
ぎ
の
表
に
該
当

す
る
人
で
す
．
郵
便
で
不
在
者
投
票

を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　　　　障害の程度

障害の程度が上記に該当する人

欝舞＞禦j鴛＞馨
繍黙＞辮紗焚ている
障害の程度が上記に該当する人

障害の範囲

●身体障害
者手帳をお
持ちの人で

●県知事が
証明した人

者
持
　
　
が
人

病
お
で
　
事
た

傷
を
人
　
知
し

戦
帳
の
　
県
明

●
手
ち
　
●
証
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※
五
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日
は
“
ス
ポ
ー
ツ
”
を
テ
ー
マ
に
実
施
（
詳
細
は
四
月
二
十
五
日
お
知
ら
せ
版
に
）

再
開
し
た
”
市
民
と
語
る
日
”

　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
に
七
組
十
五
人
が
参
加

麟
蒙
絹
礁
、
墾
．
額
灘
鐵

　
、
、
講
灘
鶴
懇
囲
奪
㎜
羅
雛
懇
翻
雛
羅
幾
蹴
灘
癬
“
“
幾
謹
語
巻
日
潅
は
、
｛
瀬
疑
の

．
、
繋
灘
灘
鯵
盤
紛
懸
竣
建
藩
纏
蟹
懸
議
馨
だ
。
園
潟
㎜
臼
行
わ
れ

…
灘
糞
繕
獲
雛
㎜
翻
⑳
蓬
磁
鷺
懸
．
灘
縄
筆
霊
叢
の
方
が
参
蜘
駕

　
熱
癒
緯
關
題
懇
検
討
謬
叢
爆
撮
。
お
も
な
内
容
癒
繕
嶽
絃
籔
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襟
轡
懇
の
が
。

．
薩
叢
獲
補
勤
制
穫
を

　
　
、
、
・
瀟
懸
灘
叢
ー
灘
、

　
　
　
　
　
　
，
、
鐵
．
灘
雛
帯
、
塗
誉
轟

　
都
盤
誘
除
雪
な
ど
の
た
め
、
町
内

懸
小
型
饗
灘
欝
ー
馨
ー
馨
購
入
ず
る

揚
禽
嶽
馨
羅
補
聴
糊
度
髪
設
け
ら
れ

　
　
　
藤
轟
年
一
“
度
策
建
し
た
克
雪
モ
デ

ル
謙
画
の
幣
に
は
入
れ
で
あ
る
が
、

糞
単
の
地
域
集
会
施
設
建
設
の
補
助

灘
度
解
あ
る
畿
藝
に
．
舗
進
除
雪
絹

小
型
海
ー
タ
リ
ー
車
な
ど
も
含
め
た

中
で
、
補
助
制
度
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

若
者
の
雇
用
機
会
創
出
を

　
　
　
栄
町
　
渡
辺
徳
治
さ
ん

　
蕎
者
の
人
鶏
が
五
百
人
減
る
こ
と

は
将
来
は
何
壬
人
も
の
人
目
が
減
る

こ
と
縫
な
る
。
若
者
が
魅
力
あ
る
裟

ち
に
攣
る
た
め
、
雇
絹
機
会
の
創
醐

を
ゼ
う
は
か
っ
て
い
る
か
。

　
市
で
は
、
十
目
町
市
ほ
う
賞
規
則

（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ

の
他
市
民
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ

っ
た
人
、
及
び
市
民
の
模
範
と
な
る

善
行
を
し
た
人
を
対
象
）
に
基
つ
き
、

つ
ぎ
の
二
十
八
名
の
人
を
市
政
功
労

者
に
決
定
し
、
三
月
三
十
一
日
市
役
所

に
お
い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
〔
表
彰
者
〕

●
自
治
功
労

　
太
田
昭
治
（
馬
場
二
）
　
富
井
廣

松
（
馬
場
二
）
　
太
田
徳
保
（
馬
場

三
）
　
古
沢
新
一
（
土
市
三
）
　
開

発
一
郎
（
桑
原
）
　
樋
熊
徹
（
中
条

下
町
）
　
庭
野
光
夫
（
川
原
町
）

山
田
熊
治
（
貝
ノ
川
）
　
原
田
富
子

（
稲
荷
町
四
）
　
高
橋
イ
ト
子
（
西

本
町
一
）

　
　
　
確
か
に
若
者
が
少
な
い
ま
ち

は
住
み
に
く
い
ま
ち
。
企
業
誘
致
、

地
揚
産
業
の
振
興
嶽
ど
景
気
浮
揚
の

た
め
さ
ら
に
努
力
し
、
市
撮
が
豊
か

に
幸
せ
に
暮
ら
懲
る
生
活
を
め
ざ
す
。

　
流
水
道
路
儒
補
助
を

　
　
　
　
　
十
鼠
町
島
地
区

　
中
沢
州
（
心
級
河
翔
）
か
ら
引
き

込
み
現
在
使
用
し
て
い
る
農
業
霧
衣

逢
ぷ
ン
プ
を
俊
っ
て
揚
水
し
、
道
路

楼
流
し
消
磐
覆
る
こ
と
を
考
え
て
い

蕎
が
．
塗
の
事
業
に
補
助
を
い
た
だ

愚
楚
験
。
．

　
　
　
心
級
演
摺
か
ら
揚
氷
す
る
蓬

と
や
そ
の
水
温
な
ど
閥
題
も
あ
る
が
、

技
衛
的
催
ど
嚢
か
を
、
魏
地
を
建
設

部
が
見
憲
対
応
し
だ
い
。

●
産
業
功
労

　
羽
鳥
忠
太
郎
（
田
中
町
本
通
り
）

梧
沢
錬
平
（
山
本
三
）
　
林
武
男

（
西
本
町
二
）
　
阿
部
ヨ
リ
（
北
原
）

樋
口
寅
作
（
上
町
）
　
蕪
木
国
吉

（
本
町
一
上
）
　
生
越
忠
平
（
上
新

田
三
）

●
防
災
功
労

　
関
口
良
作
（
西
本
町
二
）
　
伊
藤

一
栄
（
川
治
上
町
）
　
瀧
沢
新
太
郎

（
田
中
町
東
）
　
庭
野
喜
一
（
新
座

三
）
　
根
津
彦
太
郎
（
若
宮
町
）

中
沢
昌
次
郎
（
田
中
町
東
）
　
庭
野

恒
安
（
本
町
六
－
一
）
　
矢
口
茂

（
稲
荷
町
一
）

●
寄
附

　
吉
沢
武
治
（
本
町
一
下
）
　
小
鍛

治
敏
磨
（
新
潟
市
）
　
山
口
昭
士

（
袋
町
中
）
　
　
1
敬
称
略
1

累。。“＝器＝
”
餉え

り
け

ハ
　
会
　
計

翻
　
例
　
　
会
議

ハ
　
定
　
　
般
審

据
　
　
回
　
　
一
ど

ヨ

｝
㎝
　
　
－
　
　
度
な

蹴
　
第
　
　
年
案

躍
　
会
　
　
57
算

聞
　
議
　
　
和
予

臨
　
市
　
　
昭

＝
り
　ユ
”
“
　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月

ユと

｝
㎝
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
五
日
間

ヨコ

躍
開
催
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
度
一
般

コ
器
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

ヨコ

駆
予
算
や
昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
、

ユ
　
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
三
十
八
議

コ
｝
㎜
案
（
請
願
八
件
、
陳
情
三
件
を
含
む
）

ニ

＝
が
審
議
さ
れ
、
教
育
委
員
会
委
員
の

ボ
器
任
命
、
十
日
町
市
文
化
財
保
護
条
例

コ
綴
の
制
定
な
ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

ユ

＝
　
ま
た
一
般
質
問
は
、
七
名
の
議
員

お

据
が
行
い
ま
し
た
が
、
今
議
会
で
審
議

コ
器
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

ワ
のコ

竃
■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　コ
闘
舶
　
石
坂
正
隆
委
員
（
昭
和
五
十
六
年

コヨ

澱
十
二
月
二
十
二
日
辞
職
）
の
補
欠
の

お
堺
委
員
と
し
て
岩
田
三
夫
氏
を
任
命
。

ヨ
”
酷
■
文
化
財
保
護
条
例
制
定

ぎ
器
　
十
日
町
市
文
化
財
保
護
条
例
（
昭

ヒ
　
和
四
十
六
年
市
条
例
第
三
十
三
号
）

コ
器
の
全
部
を
改
正
。

ニ

罵
■
昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正

ニ

鷹
予
算

ヨ
雛
　
六
千
三
百
十
九
万
七
千
円
を
減
額

器Z り

咽
岡
岡
岡
岡
貿
囲
岡
”
認
頻
認
”
認
鱒
認
N
巽
瞬
岡
岡
岡
岡
”
囲
認
岡
岡
岡
翼
認
図
閃
岡
瞬
認
鯛
認
岡
認
貿
認
岡
躊
網
認
岡
岡
捌
國
”
岡
岡
”
”
闘
岡
凶
岡
”
岡
図
岡
鰻
飼

高
齢
者
対
策
に
つ
し
て

○
樋
熊
清
一
議
員
…
環
境
行
政
、
道

路
行
政
に
つ
い
て
。

○
小
林
辰
雄
議
員
…
商
店
街
近
代
化

に
伴
う
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
。

o
佐
藤
一
男
議
員
…
五
十
七
年
度
予

算
、
総
合
計
画
に
つ
い
て
．

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
認

ぞ
れ
百
四
億
六
千
五
百
九
十
七
万
円
”
晶

と
な
り
ま
し
た
。

■
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
　

を
議
決
。
　
（
詳
細
は
市
報
三
月
十
日
　

号
の
と
お
り
）

目
一
般
質
問
の
主
な
内
容

○
小
杉
清
一
議
員
．
－
信
濃
川
改
修
工
㎝
皿

事
、
中
高
年
齢
層
対
策
、
飯
山
線
存
躍

続
に
つ
い
て
．

○
庭
野
耕
策
議
員
…
幹
線
道
路
の
整
”

備
、
十
日
町
市
農
業
の
展
望
に
つ
い

て
。○
佐
藤
利
雄
議
員
…
教
育
行
政
、
保
＝

健
問
題
、
五
十
七
年
度
予
算
、
冬
期
纏

対
策
に
つ
い
て
。

○
越
村
大
吉
議
員
…
地
場
産
業
の
安
＝

定
と
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
Q
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凶
”
叫
岡
岡
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囲
鱒
岡
岡
岡
岡
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岡
岡
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岡
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圓
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岡
鯛
一



④とお』6夢3

㎜
　
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
水
田
再
編
対
策
で
は
、
市
民
の
㎜

㎜
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
毎
年
目
標
面
積
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
㎜

㎜
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

…
　
し
か
し
、
米
を
と
り
ま
く
状
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
需
給
バ
ラ
ン
㎜

㎜
ス
は
と
れ
ず
過
剰
基
調
と
消
費
減
退
が
続
い
て
い
ま
す
。
　
。
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
市
と
し
て
は
、
水
田
利
用
再
編
対
策
第
二
期
二
年
目
を
迎
え
、
今
年
度
㎜

㎜
は
、
部
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
を
推
進
し
、
大
豆
と
ア
ス
パ
ラ
を
重
点
作
㎜

㎜
物
に
据
え
て
、
青
刈
稲
や
水
田
預
託
か
ら
収
益
性
の
高
い
作
物
へ
の
転
換
㎜

…
を
図
り
、
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

…
　
転
作
面
積
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
昨
年
ま
で
の
出
荷
実
績
を
基
礎
と
し
㎜

㎜
て
面
積
と
限
度
数
量
を
配
分
し
た
方
法
を
改
め
、
配
分
面
積
に
つ
い
て
は
㎜

㎜
水
田
経
営
面
積
を
基
礎
と
し
て
配
分
し
、
限
度
数
量
に
つ
い
て
は
農
家
の
㎜

，
　
今
年
度
の
水
田
再
編
こ
つ
　
て
お
知
ら
せ
　
た
し
ま
す
。

㎜
予
約
申
込
方
法
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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監

大豆に集団転作した吉田山谷地区

転
作
目
標
面
積
及
び

　
　
　
限
度
数
量
の

　
　
　
　
　
　
配
分
方
法

　
五
十
七
年
度
の
目
標
面
積
と
限
度

数
量
に
つ
い
て
は
、
転
作
農
家
の
要

望
と
農
業
関
係
団
体
で
構
成
す
る
水

田
利
用
再
編
対
策
協
議
会
と
の
協
議

を
も
と
に
、
次
の
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

転
作
目
標
配
分
面
積

　
昭
和
五
十
六
年
～
五
十
八
年
ま
で

の
第
二
期
期
間
中
に
、
十
目
町
市
に

割
り
当
て
ら
れ
た
目
標
配
分
面
積
は
、

二
百
九
十
七
・
二
診
で
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
転
作
目
標
配

分
面
積
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
不

作
に
よ
る
軽
減
措
置
、
二
十
三
診
を

聖
・
一
…
8
…
冒
。
。
．
…
8
ξ
一
墨
…
一
。
曹
8
…
一
一
。
一
…
一
一
一
。
一
。
一
。
一
．
…
3
…
匙
一
…
一
一
一
一
一
一
一
覧
一
…
一
一
ξ
竃
．
…
．
」
毫
一
…
，
｛
…
。
3
・
…
亀
3
一
3
ゆ

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

副
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

｛
問
…
　
係
番
へ
｛

器
は
興
n
鍛

ん
の
せ
塁
振
31
乳
｛

｛
作
合
　
業
卜
2
6
晒

揮
ρ
帳
溶
把

引
い
た
二
百
七
十
四
・
三
診
で
す
。

　
こ
の
面
積
の
各
農
家
へ
の
配
分
は
、

五
十
三
年
以
来
実
施
さ
れ
て
き
た
出

荷
実
績
九
十
都
、
経
営
面
積
十
響
の

積
だ
け
を
対
象
と
し
た
配
分
方
法
に

な
り
ま
し
た
。

　
転
作
目
標
配
分
面
積
対
象
者
は
、

の
水
田
経
営
農
家
で
す
。
た
だ
し
、

各
農
家
の
家
族
構
成
が
五
人
以
上
の

場
合
、
五
人
目
か
ら
一
人
に
つ
き
二

百
五
十
平
方
材
を
控
除
し
、
残
り
の

配
分
方
法
を
改
正
し
、
水
田
経
営
面

米
を
出
荷
し
な
い
農
家
を
含
め
、
原

則
と
し
て
十
岬
，
（
千
平
方
折
）
以
上

面
積
を
転
作
対
象
基
準
面
積
と
し
ま

す
。　
転
作
目
標
面
積
は
、
転
作
基
準
対

象
面
積
の
十
三
・
二
％
で
す
。
こ
の

水
田
転
作
目
標
面
積
の
配
分
は
、
原

則
と
し
て
農
家
組
合
、
こ
と
の
配
分
と

市の奨励補助金

（1）転作奨励補助金面積加算

　大豆、アスパラガス

　　　　　　　10a当り5，000円
（2〉大豆出荷奨励金

　　　　　　　30kg当り2，000円

（3）アスパラガス出荷共選事業

　　　　　　　　　1束当り3円

（4）アスパラガス土壌改良剤苗購

　入事業　　基準事業費の吉補助

（5）機械施設整備の補助

　　事業主体　十日町市農業

　　　　　　協同組合として70％

（6）集団転作促進事業計画・団地

　加算　　　1団地平均30，000円

（7）部落推進費補助事業

　　　　1集落当り平均20，000円

（10アール当り）国の奨励補助金
基本額平均

加 算　　　　額

区 分 〔雛灘） 　計画加算
（縷麟斎葛）
（保全管理除く）

団地化加算

（定　　　額）
（団地内のみ）

地域振興
作物加算

（定　額）

備　　　　　考

円 円 円 円 ○大豆、そば、ハトムギは

特 実取りのものに限ります

定
大豆、そば、麦、 ※枝豆は特定作物ではあり

　ません。

ハトムギ 50，000 6う500 10，000 一 ○飼料用青刈り稲は、確実作
飼料作物 に畜産農家と相対で供給

転 物
契約を結んだものに限り
ます。（契約書は市へ提出

作
してください）

奨

絆
作
果樹、その他木
本性作物等 50，000 6，500 10，000 一

励 ○林地、養魚池は農用地区
域外であって農地転用が

補 一 特定作物、永年
必要です。
○水田養魚は新規田または

助 般 性作物以外のも 35，000 5，000 7，500 一
54年度から実施のもので
あること。

の
金 作 ○青刈り稲で供給契約を結

ばないものは、一般作物
物 として取り扱います。

等

アスパラガス 30，000 5，000 7，500 5，000
〇十日町市の地域振興作物
です。

野　　　　　菜 30，000 5，000 7，500 一
転作の場合 35，000 5，000 7，500 一

管理転作 （4年以降）

奨励
補助金
保全管理の場合

30，000
（新　　規） 『 一 一
35，000

土地改良 地改良事業の
通年施行 通年施行を実施 35，000

一 一 一補助金 した場合

し
、
転
作
面
積
の
調
整
は
原
則
と
し

て
集
落
内
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
例
　
家
族
六
人
で
五
十
ア
ー
ル
の

水
田
を
経
営
し
て
い
る
場
合
は
、

ω
控
除
面
積

　
千
、
m
（
基
礎
控
除
）
＋
二
百
五
十

，
m
×
二
（
五
人
目
・
六
人
目
の
分
）

鑓
千
五
百
、
m

＠
転
作
面
積

　
五
千
、
m
（
経
営
面
積
）
1
千
五
百

㎡
（
控
除
面
積
）
×
十
三
・
二
蓄
H

四
百
六
十
二
㎡
（
転
作
面
積
）

　
売
渡
限
度
数
量

　
五
十
三
年
以
来
実
施
し
て
き
た
出

荷
実
績
九
十
幹
、
経
営
面
積
十
暫
の

配
分
方
法
を
改
正
し
、
転
作
配
分
面

積
対
象
者
の
予
約
申
込
み
と
し
ま
す
。

限
度
数
量
の
申
込
み
先
は
、
十
目
町

市
農
業
協
同
組
合
、
十
目
町
米
穀
商

協
同
組
合
で
す
。

　
予
約
申
込
み
数
量
が
、
市
全
体
で

配
分
限
度
数
量
を
超
過
し
た
場
合
、

限
度
数
量
の
範
囲
内
で
対
象
農
家
に

配
分
し
、
超
過
分
に
つ
い
て
は
原
則

と
し
て
農
家
に
返
す
も
の
と
し
ま
す
。
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五
十
七
年
度

　
水
田
再
編
対
策
第
二
期
二
年
目
を

迎
え
て
、
市
で
は
、
水
田
利
用
再
編

対
策
協
議
会
と
の
協
議
を
も
と
に
、

部
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と
転
作
の

定
着
を
推
進
し
て
、
地
域
農
業
の
再

編
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
し
次
の
方
針
を
出
し
て
い
ま

す
。

集
団
転
作
の
推
進

　
H
、
集
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と

定
着
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
さ
ら

に
集
落
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
を
進
め
、

集
落
内
で
の
互
助
制
を
活
用
し
た
推

進
体
制
の
強
化
を
図
る
。

　
口
、
圃
場
条
件
や
転
作
作
物
の
栽

培
管
理
、
機
械
利
用
な
ど
か
ら
基
盤

整
備
済
み
の
地
域
を
重
点
と
し
て
集

団
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
労
働
生

産
性
を
高
め
る
た
め
機
械
施
設
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
集
団
化
を
図
る
．

重
点
作
物

　
H
、
市
の
重
点
作
物
で
あ
る
大
豆

を
中
心
に
集
団
転
作
を
推
進
し
、
特

に
大
豆
に
つ
い
て
は
集
団
栽
培
、
機

械
の
共
同
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
集

団
化
が
望
ま
れ
る
た
め
機
械
の
整
備

を
図
り
な
が
ら
、
指
導
体
制
と
機
械

化
の
一
貫
体
系
を
と
り
安
定
多
収
を

図
る
。

　
口
、
地
域
振
興
作
物
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
市
の
基
幹
作
物
と
し
て
、
生

産
基
盤
の
整
備
と
共
販
体
制
を
推
進

し
主
産
地
化
を
図
る
。

作
目
の
開
発

　
の
、
青
刈
稲
や
水
田
預
託
か
ら
収

益
性
の
高
い
作
物
へ
の
転
換
を
推
進

し
、
土
地
基
盤
整
備
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
作
物
の
開
発

な
ど
営
農
指
導
の
強
化
を
図
る
。

　
口
、
生
産
流
通
対
策
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
複
合
経
営
を
基
幹

と
し
た
農
業
所
得
の
増
大
を
図
る
。

再編対塞葵施臼程
期　間 実施事項 内　　　　　　　容

3月30日

～31日

転作実施面積

の配分

●地区別に農事連絡員会議を開催し、配

分を依頼

4月1日
～29日

転作目標面積

の部落内調整

●部落内で十分話しあい調整をしてくだ

　さい

4月1日
～29日

限度数量の
予約

●限度数量を農協及び米穀商協同組合に

予約してください。

4月30日

水田再編個人

別明細表及び

転作実施計画

書の提出

●調整後の転作面積を記入した一覧表を

提出

●転作面積に応じて、一人…人の転作実

施計画書を提出。（提出がないと補助金

　を受けび）れません）

4月30日
管理転作預託

申込書の提出

●農協に管理転作を希望される人は、管

理転作預託申込書を各事業所に提出し

てください。

6月上旬
限度数量正式

配分

●予約にもとづき調整をし、正式配分を
行います。

6月中旬

　～

7月上旬
現地確認

●転作実施計画書にもとづき現地確認を

いたします。

8月中旬

　及び

12月下旬

奨励補助金の

交付

●8月中旬に概算払い（50％）

●12月下旬に精算払い（50％）を予定

國国團瞬

3？スこんちケ

・・・・・・…　こうなります

問
　
転
作
を
す
る
対
象
者
が
は
っ
き

り
し
な
い
の
で
す
が

答
　
今
年
か
ら
米
を
出
荷
し
て
い
な

い
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
転
作
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
場
合
、
家
族
の
人
数
に
よ
っ
て
控

除
面
積
が
あ
り
ま
す
。
家
族
が
四
人

ま
で
の
場
合
は
十
闘
，
。
五
人
以
上
の

場
合
は
一
人
に
つ
き
二
百
五
十
，
m
が

加
算
さ
れ
ま
す
．
六
人
家
族
の
場
合

は
、
基
礎
控
除
分
の
十
彗
と
、
二
人

分
の
五
百
㎡
が
加
算
さ
れ
て
、
十
五

誓
ま
で
の
人
は
転
作
の
対
象
に
な
ら

ず
、
そ
れ
以
上
の
人
が
残
っ
た
面
積

に
十
三
・
二
％
を
か
け
た
分
を
転
作

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
　
小
作
を
し
て
い
る
人
は
ど
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

り
ま
す
か
。

答
　
昨
年
の
十
二
月
に
、
今
年
度
耕

作
予
定
の
面
積
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
で
借
り
て
い
る
人
と
貸
し

て
い
る
人
の
面
積
が
把
握
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
全
く
自
作
地
を
も
た
な

く
と
も
小
作
面
積
が
、
飯
米
分
の
控

除
を
し
て
も
残
る
人
は
転
作
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
　
集
団
転
作
は
ど
の
く
ら
い
ま
と

め
る
と
該
当
に
な
り
ま
す
か
。

答
　
計
画
加
算
金
の
出
る
集
団
転
作

と
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
団
地
化
加
算

金
の
出
る
集
団
転
作
と
二
通
り
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
部
落
全
体
で
三

診
の
面
積
で
あ
っ
た
場
合
、
ま
ず
、

転
作
目
標
面
積
を
達
成
し
て
い
た
だ

い
て
、
計
画
加
算
金
に
該
当
さ
せ
る

場
合
は
そ
の
二
分
の
一
（
一
・
五
診
）

を
二
箇
所
以
内
に
ま
と
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
．
団
地
化
加
算

の
場
合
は
条
件
が
厳
し
く
な
り
三
分

の
二
　
（
二
診
）
を
ま
と
め
、
団
地
の

規
模
を
一
紗
以
上
に
し
て
く
だ
さ
い
．

問
　
転
作
の
対
象
と
な
る
面
積
は
、

い
つ
の
も
の
を
使
う
の
で
す
か
。

答
　
昨
年
の
十
二
月
に
各
農
家
か
ら

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
面
積
を
元
に

し
、
そ
の
後
農
林
課
で
調
査
し
た
面

積
を
使
っ
て
い
ま
す
。

問
　
今
ま
で
と
違
っ
て
、
今
年
は
、

水
田
経
営
面
積
割
だ
け
で
転
作
面
積

の
配
分
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

方
式
は
こ
れ
か
ら
も
使
う
の
で
す
か
。

答
　
そ
の
つ
も
り
で
す
。

問
　
買
い
あ
げ
限
度
予
約
を
集
計
し

て
、
不
足
の
場
合
、
余
っ
た
場
合
は

ど
う
す
る
の
で
す
か
。

答
　
今
年
か
ら
限
度
数
量
は
、
今
ま

で
の
事
前
配
分
方
式
を
や
め
て
、
各

農
家
か
ら
の
予
約
方
式
を
と
ら
せ
て

も
ら
い
ま
す
。
そ
の
予
約
が
十
日
町

市
へ
の
割
り
あ
て
の
十
万
千
七
百
三

十
七
俵
よ
り
す
く
な
か
っ
た
場
合
及

び
、
余
っ
た
場
合
は
、
各
農
家
の
予

約
申
込
状
況
を
勘
案
し
て
調
整
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
。

問
　
地
目
は
田
で
も
、
現
況
は
荒
れ

て
い
て
耕
作
で
き
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
田
の
場
合
は
ど
う
取
り
扱
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

答
　
荒
れ
て
い
る
場
合
は
水
田
で
は

な
い
と
考
え
て
お
り
、
転
作
基
準
面

積
か
ら
除
外
し
て
あ
り
ま
す
。

問
　
昨
年
六
日
町
に
転
出
し
た
人
が

い
る
が
、
そ
の
人
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
本
人
と
連
絡
を
と
っ
て
米
を
ど

っ
ち
に
出
荷
す
る
か
に
よ
っ
て
、
十

日
町
に
転
作
計
画
書
を
出
す
か
、
転

出
先
で
出
す
か
決
め
て
く
だ
さ
い
．

問
　
管
理
転
作
は
何
年
ま
で
補
助
金

の
該
当
に
な
る
の
で
す
か
．
ま
た
、

無
制
限
に
認
め
る
の
で
す
か
。

答
　
二
期
六
年
間
は
補
助
金
が
で
ま

す
が
、
四
年
目
か
ら
は
十
”
、
当
り
補

助
金
が
五
千
円
落
に
な
り
ま
す
．

な
お
、
管
理
転
作
の
面
積
は
、
徐
々

に
少
な
く
し
て
ゆ
く
方
針
で
す
。
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三
月
三
十
日
、
諸
里
市
長
を
会
長

と
す
る
水
資
源
対
策
協
議
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
昭

和
五
十
五
年
度
に
通
産
省
が
行
っ
た

岡
地
下
水
利
用
適
正
化
調
査
」
の
結

果
、
十
日
町
市
で
は
冬
期
間
に
日
量

三
万
二
千
ト
ン
、
津
南
町
で
は
三
千

ト
ン
の
地
下
水
が
安
全
揚
水
量
を
超

え
て
汲
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
き
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
中

魚
沼
地
域
の
用
水
の
安
定
し
た
供
給

を
図
り
、
水
資
源
利
用
の
適
正
化
を

推
進
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
設
立
総
会
に
は
、
東
京
通
産
局
総

務
部
駿
東
次
長
、
県
企
画
調
整
部
水

資
源
対
策
班
西
川
参
事
、
四
市
町
村

首
長
及
び
地
下
水
利
用
業
者
代
表
が
－

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
今
後
、
　
一
、
十

日
町
市
博
物
館
、
川
西
町
橘
小
学
校

津
南
町
下
船
渡
小
教
員
住
宅
に
あ
る

三
本
の
観
測
井
の
地
下
水
観
測
、
二
、

各
市
町
村
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
中
魚

沼
地
域
の
地
下
水
の
実
態
調
査
、
三
、

地
下
水
利
用
者
及
び
地
域
内
全
世
帯

を
対
象
と
し
た
広
報
事
業
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
で
も

近
く
地
下
水
利
用
者
を
会
員
と
す
る

協
議
会
を
結
成
し
、
具
体
的
な
地
下

水
対
策
を
推
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
　
機
械
設
備
貸
与

　
　
　
慮
込
受
付

　
財
団
法
人
中
小
企
業
振
興
公
社
で

は
、
中
小
企
業
者
の
方
が
設
置
を
計

画
し
て
い
る
機
械
設
備
を
長
期
か
つ

，
低
利
の
割
賦
で
譲
渡
す
る
設
備
貸
与

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
受

付
が
始
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
二
年
以
上
同
一
事
業
を
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

教
育
長
に
岩
田
氏
、
教
育
委
員
長
は
小
林
氏
に

　
四
月
一
日
付
で
、
教
育
長
に
岩
田
三
夫
さ
ん
（
前
教
育
次
長
）
、
教
育

委
員
長
に
小
林
由
弘
さ
ん
（
前
教
育
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

岩田教育長

小林教育委員長

ん
で
い
る
中
小
企
業
者

対
象
設
備
　
新
品
で
二
十
万
円
以
上

で
二
千
万
円
以
下
の
も
の

貸
与
損
料
　
利
息
相
当
分
で
年
率
五

パ
ー
セ
ン
ト

返
済
方
法
　
一
年
据
置
き
四
年
半
（
半

年
賦
）
の
均
等
償
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纈

保
証
人
　
二
名

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
役
所
経
済
部

商
工
課
（
E
七
ー
三
一
一
一
番
内
線

二
六
六
）
か
直
接
中
小
企
業
振
興
公

社
（
新
潟
市
学
校
町
通
二
の
五
二
九

三
　
奮
〇
二
五
二
ー
二
二
1
0
0
二

五
番
）
へ
。

灘

持
家
往
頴
緊
慧
対
策
事
業
資
絵
貸
付
け

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関
連

業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住
宅
建

設
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
貸
付
け
の
条
件

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
は
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
、
県
内
に
自
分
の
住
む
住
宅
を
建

設
（
新
築
購
入
、
増
改
築
を
含
む
）

し
よ
う
と
す
る
人
。

二
、
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ

ば
住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、
前

年
一
年
間
の
収
入
金
額
か
所
得
金
額

が
次
の
額
以
下
の
人
。

　
給
与
所
得
の
み
の
人

　
　
収
入
金
額
　
七
百
万
円

　
そ
の
他
の
人

　
　
所
得
金
額
　
五
百
二
十
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藻

三
、
住
宅
金
融
公
庫
の
五
十
七
年
度

第
一
回
個
人
住
宅
の
融
資
を
受
け
て

住
宅
を
建
設
す
る
人
（
増
改
築
に
つ

い
て
は
公
庫
利
用
を
問
い
ま
せ
ん
）

　
貸
付
内
容

貸
付
限
度
…
一
戸
当
り
四
百
万
円
、

利
率
及
び
償
還
期
間
…
o
木
造
百
三

十
五
平
方
材
以
下
、
年
四
・
五
％
、

十
五
年
以
内
　
○
木
造
で
百
三
十
五

平
方
材
を
超
え
る
も
の
と
非
木
造
、

年
六
・
○
％
、
十
年
以
内
．

受
付
期
間
　
四
月
三
十
目
ま
で
、

申
込
場
所
　
市
内
の
取
扱
金
融
機
関

詳
細
は
　
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
盈

七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
五
〇
）
か

直
接
、
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
奮
〇

二
五
二
ー
二
四
－
三
八
〇
三
番
へ
。

労
働
保
険
翻
傭
願
告
毬
納
糠
繊
期
難
灘
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘

　
労
働
保
険
料
申
告
書
の
提
出
時
期

を
む
か
え
ま
し
た
。
労
働
保
険
料
の

申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
、
四
月
一

日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
終
っ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
お
早
め
に
保

険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、

銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
本
年
は

申
告
書
の
用
紙
が
従
来
の
様
式
と
異

っ
て
全
面
的
に
変
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
記
入
及
び
取
り
扱
い
に
あ

た
っ
て
は
慎
重
に
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
．
全
業
種
が
対
象
で
す

の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
　
説
明
会

日
時
　
四
月
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

会
場
　
十
日
町
市
農
協
本
所
ホ
ー
ル

　
　
　
．
携
水
資
源

　
　
　
　
　
　
の

　
自
然
水
の
供
給
ば
、
季
節
的
に
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
地
域
的
に
も

不
均
等
で
す
。
新
た
な
水
資
源
を
開

発
し
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
量
の

水
の
供
給
を
得
る
た
め
に
は
、
こ
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
事
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
貯
氷
を
し

た
ゆ
、
流
れ
の
方
向
を
変
え
た
η
、

い
わ
ゆ
る
水
利
技
術
の
発
達
が
、
氷

欝
源
の
開
発
を
可
能
に
し
讃
し
だ
。

　
地
蓑
水
の
開
発
　
私
達
が
利
嗣
し

て
い
る
水
を
、
、
量
的
驚
灘
る
地
、
そ

の
弐
部
分
が
河
川
の
水
で
あ
噸
、
水

資
源
闘
発
に
つ
い
て
も
、
河
測
あ
水

が
最
も
重
要
鞍
存
在
で
す
、
し
か
し

我
國
の
河
州
流
量
は
、
季
節
的
変
動

が
大
き
い
う
え
に
、
地
形
が
急
鰻
餐

流
路
延
長
が
短
く
．
折
角
の
降
水
都

無
駄
に
流
失
し
や
す
い
状
溌
に
あ
頓

ま
ず
。
こ
の
季
節
ご
と
、
あ
る
い
は
、

年
ご
と
の
河
娼
流
量
の
変
動
に
封
し
、

ダ
ム
や
河
鱒
堰
、
湖
沼
開
発
麟
ど
に

よ
っ
て
、
洪
水
や
融
雪
水
癒
ど
を
適

切
に
調
節
し
、
新
た
襟
水
資
源
髪
開

水
需
要
と
水
資
源
の
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
「
ー
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
　
．
削
横

　
　
　
　
　
　
　
　
i
ー
＼
＼
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1
　
　
れ

　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
し
ヒ
サ
ノ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
．
．
．
卜
」
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
ノ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
梅
雨
期
　
ー
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
認
蕪
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮭

　
　
　
　
　
接
”
ざ

響
「
－
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

の
開
発
㈱

　
発
じ
て
い
蒙
欝
．

　
　
地
表
旗
開
発
爾
裁
翰
ぽ
撚
滋
懸
響
、

　
ダ
ム
は
．
鼠
的
に
翫
っ
蕪
、
灘
撫
調

　
節
・
か
ん
が
撚
・
発
電
・
盤
氷
進
．

　
工
業
鯛
氷
爾
蓋
の
が
お
黙
灘
の
以

、
圭
の
欝
的
莚
も
っ
灘
も
の
撚
多
翻
的

　
舞
ム
懸
ず
、
多
醸
的
裾
識
塗
墓
幹
装

　
し
た
大
規
摸
事
業
嫁
、
霊
秘
盛
糠
舗

　
ら
れ
る
、
罪
欝
婆
灘
の
海
魏
総
奮
闘

　
発
が
、
あ
議
竣
に
麟
欝
熱
鰭
繋
。

　

本
辮
に
於
い
薫
総
．
溝
灘
翔
多
欝

　
的
撚
ム
に
氷
源
敏
霧
葱
謙
繭
馨
竃
お

　
竣
．
貌
霧
．
建
設
璽
爾
撚
滋
懸
禽
濾
．

　
全
国
懸
は
．
約
鑑
藩
薮
蕎
近
鎌
纒
講

　
が
構
築
さ
燕
．
氷
資
源
侮
懲
雑
篠
播

　
駕
慈
轟
驚
お
鱒
．
響
後
懸
撫
資
源
礁
、

傑
の
だ
め
に
．
辮
轟
謙
爾
鰺
縫
講
糠

　
進
め
難
難
る
糠
態
漢
懸
婚

　
　
又
海
鐵
附
近
の
最
懸
安
建
襲
灘
撫

　
蓼
利
矯
饗
る
為
匿
．
海
擬
堰
鞭
．
澱

　
翻
探
ム
、
あ
蕎
験
は
湖
沼
璽
開
発
叢

　
水
資
源
闘
発
織
ぽ
重
要
懸
藩
．

　
　
本
叢
に
於
騨
鴛
慰
．
地
鷹
内
麟
滋

　
の
適
地
調
査
や
嬌
濃
摺
翻
塞
薮
繧
縷
，

　
め
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
跳
賜
欝
絵
欝
灘
撚
㎜

　
惑
れ
て
い
衷
す
が
、
地
域
磁
犠
縫
懸
ず

　
盤
か
し
だ
雪
潔
ム
等
ぽ
．
将
叢
璽
饗

　
と
な
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。

　
　
新
た
な
水
資
源
開
発
の
だ
め
羅
ぽ
．

　
解
決
を
必
要
と
す
る
、
幾
つ
が
の
闘

　
題
と
、
大
勢
の
人
々
の
協
力
が
必
要

　
で
あ
ゆ
、
水
の
重
要
難
を
、
お
窃
だ
㎜

　
め
て
認
識
す
る
事
が
必
要
饗
琶
婁
餐
、
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市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
転
入
・
転
出
二
百
三
十
九
名

⑱
転
入
さ
れ
た
小
・
中
学
校
長
⑱

　十日町小

桑原昭三
　赤倉小

日岡金一

就
学
援
助
制
度
の

　
　
　
　
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
市
内
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
・
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

纐
．
藪

羅
皓
難
、
椥

欝
費
難
鵬
雛
群
　
　
　
　
　
品

媛
・
　
　
　
　
　
　
用

騨
鵬
麟
群
　
　
　
　
　
蜥

区分 学　　年 1人当
たり額

小学校
第1学年 8，940円

その他の学年 10，590円

中学校
第1学年 17，640円

その他の学年 19，290円

　
睦

とづ条
－
中
川
　
品

　飛一小

金井正栄

　
　
の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
）

　
　
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
四
月

　
　
二
十
六
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
各
小

　
　
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は
教
育
委

　
　
員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
盈
七

　
　
－
三
二
一
番
内
線
二
七
二
）
へ
。

　
円
円
）
円
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
o
o
o
o
具
o
o
o
o
行
費
費
　
費
係

　
ゆ
謁
用
ゆ
ゆ
旅
　
　
　
　
　
に

焉
ど
n
認
縛
実
実
実
病

　
　
　
　
キ
　
　
　
う
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
ス
年
　
　
伴
　
　
　
　
　
学
給

　
　
　
（
学
　
　
を
年
　
　
　
　
　
び
支

義
簸
韓
贈
簾
年
難

　
1
1
用
1
1
猟
5
3
参
学
食
実

　
第
第
技
第
第
行
第
第
練
全
給
の

学
校
校
実
校
校
旅
校
校
訓
校
他
費

入
学
学
育
学
学
学
学
学
季
学
の
療

　
小
中
体
小
中
修
小
中
夏
中
そ
医

　
　
　
★
　
　
　
★
　
　
　
　
★
　
　
★

難
難

畿
夢

　
　
　
購
聾
｛

懇

　
吾
小
信

田吉
林
　
h
　
ノ

名ケ山小

藤原　諒

市
役
所
関
係
人
事
異
動

〔
十
日
町
市
〕

　
部
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

　
●
総
務
部
長
・
事
務
改
善
室
長

本
田
欣
二
郎
（
総
務
部
長
）
　
●
教

育
次
長
・
学
校
教
育
課
長
　
根
津
史

郎
（
体
育
課
長
）

　
課
長
級

　
●
総
務
課
長
　
佐
藤
一
男
（
保
健

衛
生
課
長
）
　
●
保
健
衛
生
課
長

馬
場
良
朗
入
総
務
課
長
補
佐
）
　
●

農
林
課
長
・
農
村
総
合
整
備
対
策
室

長
　
生
越
誠
一
（
農
林
課
長
・
農
委

事
務
局
長
）
　
●
下
水
道
課
長
　
吉

田
実
（
会
計
課
長
）
　
●
会
計
課
長

村
山
福
吉
（
中
央
学
校
給
食
共
同
調

理
場
々
長
）
　
●
教
育
委
員
会
指
導

管
理
主
事
　
小
林
正
利
（
新
採
用
）

●
体
育
課
長
　
梧
沢
英
男
（
体
育
課

参
事
）
　
●
博
物
館
長
池
田
清
（
保

育
所
指
導
主
事
）
　
●
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
々
長
　
俵
山
利
雄

（
同
副
場
長
）
　
●
農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
高
橋
輝
雄
（
市
民
生
活
課

長
補
佐
）
　
●
監
査
委
員
事
務
局
長

・
公
平
委
員
会
書
記
長
　
霜
垣
弘
文

（
公
民
館
副
館
長
・
社
会
教
育
課
長

補
佐
）
〔
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
〕

　
部
長
級

　
●
消
防
長
　
牧
野
健
（
本
部
次
長

兼
総
務
課
長
、
組
合
総
務
部
長
）

　
課
長
級

　
●
消
防
本
部
総
務
課
長
・
組
合
総

務
部
長
　
岩
田
久
雄
（
十
日
町
市
下

水
道
課
長
）

　
退
職
者

　
●
岩
田
三
夫
（
教
育
次
長
・
学
校

教
育
課
長
）
　
●
樋
熊
徹
（
総
務
課

長
）
　
●
庭
野
光
夫
（
監
査
委
員
事

務
局
長
・
公
平
委
員
会
書
記
長
）

諜　　　　中条中　　　　野中小
長　　　板羽知光　　長谷川信夫
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●
山
田
熊
治
（
博
物
館
長
）
　
●
高

橋
イ
ト
子
（
保
健
婦
長
）
　
●
樋
口

悟
郎
（
税
務
課
副
参
事
）
　
●
大
熊

文
治
（
農
委
事
務
局
次
長
）
　
●
原

田
富
子
（
保
健
衛
生
課
）
　
●
大
島

寿
子
（
水
道
局
）
　
●
飯
塚
恵
美
子

（
理
科
セ
ン
タ
ー
）

　
●
開
発
一
郎
（
消
防
長
）
　
●
春

日
義
勇
（
施
設
組
合
事
務
局
次
長
）

●
星
名
正
之
（
施
設
組
合
事
務
局
）

セ
と
ド
じ
ド
に
ヒ
ヒ
ヒ
ド
と
ド
ド
と
ド
に
に
と
ド
シ
レ
レ
と
ド
ヒ
ド
レ
レ
ド
ド
む
セ

““
．
　
－

講騨払
．

錦
一
ス
　
シ
ー
炎
聖

カ
ラ
ー
の
お
嬢
ε
ん

鵡
　
尾
身
さ
ん
の
生
ま
れ
は
、
昭
和
三

納
十
六
年
四
月
・
こ
の
五
月
に
成
人
式

払拙
を
迎
え
ま
す
。
誕
生
色
は
、
　
「
は
な

“
ま
い
こ
え
だ
（
花
舞
小
枝
）
」
春
の

署
々
を
支
え
る
小
枝
や
つ
く
し
の
愛

革蟻
ら
し
さ
な
ど
し
っ
と
り
し
た
女
性
ら

“
し
さ
を
生
む
明
る
い
茶
色
。

“砧
尾
身
さ
ん
の
勤
め
は
、
市
内
の
織

“
物
買
継
の
会
社
。
こ
の
誕
生
色
に
は

“
実
際
に
力
を
入
れ
て
努
力
を
し
て
い

““
ま
す
。
　
「
新
企
画
と
し
て
大
変
良
い

4
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
私
、
個
人
的
に

鵡
は
・
ピ
ン
と
こ
な
い
と
こ
ろ
も
少
し

結革
感
じ
ま
す
」
と
素
直
な
音
心
見
。

“
　
O
L
に
な
っ
て
三
年
目
。
今
は
、

マ
Y
ボ
↓
と
J
c
ス
ク
↓
の

4払卒
業
生
で
作
っ
て
い
る
多
笑
者
の
会

鵡
が
仕
事
を
離
れ
た
と
き
の
楽
し
み
と

結
か
・
現
在
の
と
こ
ろ
彼
氏
は
い
な
く

払“
募
集
中
だ
そ
う
で
す
。

鵡
　
尾
身
さ
ん
の
好
き
な
色
は
ラ
イ
ト

“
　
　
、

㌻
牛
好
み
の
色
で
わ
か
る
カ
ラ

革
ー
占
い
に
よ
る
と
「
思
っ
た
こ
と
は

巫8
』
羅
4
4
4
斗
≦
⇒
斗
⇒
4
斗
⇒
斗
≦
斗
4
4
⇒
」
尋
⇒
≦
著
⇒
⇒
4
ー
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
　
　
　
　
　
）
N
）
　
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
枝
w
町
　
實

　
　
　
　
　
　
　
　
小
R
o
山
　
宥

　
　
　
　
　
　
　
れ
舞
B
丸
　
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
花
H
（
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
ま
（
6
子
　
府

　
　
　
　
　
　
　
生
だ
側
と
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
月
一
置
さ
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

　
　
　
　
　
　
　
4
斡
身
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
な
酬
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
は
U
尾
　
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

何
で
も
や
ろ
う
と
い
う
行
動
派
タ
イ
脊

プ
・
好
み
は
上
品
で
・
頭
の
回
転
は
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

早
く
学
者
と
し
て
の
素
質
も
十
分
。
　
胃

と
き
ど
き
せ
っ
か
ち
な
と
こ
ろ
が
頭
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實

を
も
た
げ
妥
協
精
神
を
失
い
、
失
整

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
注
意
〃
」
　
宥

と
あ
り
ま
す
．
尾
身
さ
ん
自
身
は
、
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

行
動
派
と
い
う
よ
り
慎
重
派
、
少
し
宥

お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
、
ど
ち
ら
か
轡

と
い
う
と
妥
協
性
が
強
い
方
と
・
自
冑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

分
の
性
格
を
分
析
し
て
話
し
て
く
れ
官

ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
「
お
酒
の
方
は
ど
う
で
す
か
」
と
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秤

い
う
質
問
に
、
最
初
は
「
ち
ょ
っ
ぴ
鞭

り
」
と
答
え
、
続
い
て
皆
ん
な
が
笑
宥

う
か
ら
本
当
の
こ
と
を
言
い
享
と
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

い
っ
て
「
ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、
ウ
イ
η

ス
キ
ー
ど
れ
で
も
そ
の
気
分
に
あ
わ
町

せ
て
・
か
な
り
飲
み
享
」
と
素
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

に
訂
正
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
春
の
明
智

る
さ
を
表
現
す
る
に
ぴ
っ
た
り
の
バ
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
野

ー
ス
カ
ラ
ー
の
お
嬢
さ
ん
と
し
う
印
町

象
で
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

一「一門
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髄臨武道で心身の
　　　　　　　鍛練を〃

※
武
道
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
便
利
な
「
年
間
登
録
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開館時間　午前8二30～午後10：00

休館日　1・1月1日～1月3日・12月29

　　　　　　日～12月31日

　　　　2．毎週火曜日

　　　　3．体育の目　（10月10目）を除く

　　　　　　祝祭日

　　　　4．2、3に開館した場合の翌目

i利用申込み市教育委員会体育課

　　　　　　　（B7－3111番内線275）

i※各武道協会の定例練習日は海週月・水・

　金の午後7二30～9二30までです・

　　市民体育臨

O夜間開放
午後5：30～7二30・午後7：30～9：30

広く市民の一般開放です。仕事の
あとに快い汗を流しませんか。無
料です。

0昼間開放
午前8：30～12：00・午後1：00～5：00

スポーツサークル等の余暇利用の
活動にどうぞ。

難難
蕪

欝雛

施
設
名

区
　
　
　
　
　
　
分

使
用
料

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム

　
七
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

日
没
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で

〃

市
・
呂
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
昭
静
明
施
設

三
〇
分
（
三
〇
分
に
満
た
な
い
場
合
は

三
〇
分
と
す
る
。
）
に
つ
き

二
、
○
○
○
円

太
田
島
野
球
場

信
濃
川
運
動
公

園
野
球
　
場

真
田
野
球
場

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
一
チ
ー
ム

　
七
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

＝＝
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×
×
×
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
…
市
体
育
課
（
E
七
ー
＝
二
　
　
一
番
）
市
民
体
育
館
（
B
七
ー
五
二
〇
八
番
）
×
×
×

屋
外
体
育
施
設
を
四
月
十
八
日
㈲
よ
り
開
放
し
ま
す

受
付
は
四
月
十
二
日
㈲
よ
り
市
民
体
育
館
に
て

主催　十日町市教育委員会

対象　軟式テニスに関心のある市内在住の

　　婦人（未婚、既婚、年齢、経験の有

　　無を問いません）

内容　o初級コース（基本技術を身につけ

　　　よう）

　　　毎週火曜日午前10二〇〇～12二〇〇

　　　〇中級コース（楽しくゲームをやり

　　　ましょう）

　　　毎週金曜日午前10二〇〇～12二〇〇

期間　昭和57年5月7日囲～7月30日囲

会場　市営テニスコート（城ケ丘テニスコ

　　　ート）雨天時は、市民体育館を使用

　　　します。

申し込み　直接会場にて申し受けます。

その他　受講料は無料です。

　　　用意するもの

　　　　運動のできる服装とタオル

　　　　軟式テニスラケット、テニスコ

　　　　ート用シューズと、体育館用シ

　　　　ューズ（内ばき）

・4月の大会・行事予定

月lj 曜目 大会・行事名 会　　場 申し込み先

4／11 目
郡市軟式卓球選手権
大会

市民体育館 市卓球協会事務局

4／18 目
新潟県軟式卓球選手
権大会

市民体育館

4／18 目 軟式庭球技術講習会 未　　　定 市庭球協会事務局

4／25 日
コート開き兼市長杯
争奪軟式庭球大会

信濃川運動公園

テニスコート
市庭球協会事務局

4／29 木
バレーボール審判講
習会

市民体育館 市バレーボール協会

青
少
年
野
外
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

；
野
球
場

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

ー
ム
ニ
O
O
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

信
濃
川
運
動
公

園
サ
ッ
カ
ー
場

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム

　
五
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使）体団（用専

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
二
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
ヰ
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

二
〇
〇
円

日
没
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で

四
〇
〇
円

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
夜
間
昭
韻
明
施
孔
砥

三
〇
〇
頒
鉱
彪
る
○
粉
置
備
猷
な
い
場
合
は

一
面
三
〇
〇
円

信
濃
川
運
動

公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使）体団（用専

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
二
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

二
〇
〇
円

市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

信
濃
川
運
動

公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使人個

二
時
間
一
面
一
人
一
般

一
〇
〇
円

二
時
間
一
面
一
人
高
校
生
以
下

五
〇
円

用使間年

一
　
般

二
、
○
○
○
円

高
校
生

一
、
五
〇
〇
円

中
学
生
以
下

一
、
○
○
○
円

（グループ紹介）

　
　
　
　
の
い

康
ど

健
つ

　レクリェーションを中心として、無理をしないで体

を鍛え、ストレス解消を計ることを目的としています。

グループ結成以来、4年目を迎えました。

〔内容〕●軽体操●バドミントン●インデヤカ●レク

　　　　●フォークダンス●民踊●うた●ゲームなど

　　◎その他　春の遠足、クリスマスパーティ、盆踊

　　　　　　　りなど

〔活動日〕毎週日曜日夜7時半から市民体育館

〔申込み・問い合わせ〕高田町1佐野久美さんへ

　　　　　　　　　　　　　（盈2－3072番）

※中高年の婦人の方をはじめどなたでも参加できます。
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も
会
の
組
織
化
を
進
め
　
　
○
応
募
方
法
…
…
官
製
ハ
ガ
キ
を
使
　
　
○
宛
先
…
　
〒
九
四
八
　
十
日
町
市

年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
　
用
し
、
裏
面
に
マ
ー
ク
（
色
は
一
色
）
　
学
校
町
　
十
日
町
市
公
民
館
内
青
少

使
う
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
　
　
を
記
入
、
表
面
に
住
所
、
氏
名
、
職
　
　
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
事
務
局
へ

要
項
で
募
集
し
て
い
ま
　
　
業
、
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
o
問
い
合
わ
せ
は
、
右
記
事
務
局

て
応
募
く
だ
さ
い
．
　
　
　
○
締
切
日
…
…
四
月
三
十
日
囲
　
　
　
　
（
駐
七
ー
五
〇
二
番
）
ま
で
．

もダ　　　　　　ー　　　　　＿」隔　　5　、　　　’　．　、、一、． ＾◎・し‘・1・．、‘，　＿』’，3．・ダ○、』、一．、粍＿。ρ，，．銑．．、一り：．一．A。

木彫り
入　　門

木彫りの基礎を学び、茶たく、盆、

ブ・一チなどの制作技術を学ぶ

水曜夜

4月21日～

十日町中学校

庭野秀正

焼　　物

入　　門

湯のみ、花びんなど手づくりσ）や

きものを楽しむ

火曜夜

4月20日～

かいらぎグルーブ

桑原晴一

日本画
入　　門

絵筆を持ったことのない人のため

の日本画入門教室です。

火曜夜

4月20日～

津南中学校

田中武夫

民　　俗

「越能山都登」をテキストに習俗や

越後ちぢみの原点をさぐり、山茶
や雪、民具など妻有の民俗を学ぶ

第2・4
金　曜　夜

4月23日～

鈴木牧之研究家

小千谷西高校

高橋　　実

きょうの

料　　理

NHK「きょうの料理」をテキス

トに使いながら実習

月1回昼

4月23日～

栄　養　士

酒井　　環

※書道（硬筆・毛筆）（水曜夜4月21日～）は

　2年目の学習に入りますが、新受講者若干

　名を補欠募集します。

r戦後文学」・r季節の料理」の教室も予

定していますが、詳細は4月25日号市報お

しらせ版でご案内します。

　4月から市民講座が始
まります。あなたも仲間

をさそっておいでくださ

い。

●4月16日から受付
　お早めに申し込みをし

　てください。

●対象はどなたでもけっ

　こうですが、初心者に

　かぎります。（小高校生

　は除く）

●時間は

　夜は7時～9時

　昼は1時半～3時半

●定員はそれぞれ30名です。定員になり次第に

　締切ります。

●学習は11月までの予定です。

●受講料は無料ですが、教材費は各自負担です。
　　　　　　ろ
●申込みは十日町市公民館に（市内学校町傭7

　－5011番）電話申込可。申込みの際にはハガ

　キ7枚（連絡用）を添えてください。

●テキストや道具等は公民館で斡旋いたします。

万病の予防・治病に

　　　有効な医療体術

若さと美容を保ち、老化

　　を防止する健康体操

じ　きょうじゅつ

自彊術教室
　　へどうぞ！！

4月21日㈱…開講

午後2二〇〇～3二〇〇

会場　十日町市公民館

会費　2，000円

　　　（テキスト代含）

開講以後は

　4／24～6／19の毎土曜日

o指導は

　村木俊美先生
　　　　　（東京支部）

o申込締切

　4月15日
○申込先（問い合わせ）

自彊術普及会十日町支部

富田淑子

（神明町奮2－3269番）

申込用紙は

十日町市公民館にもあり
ます。

　　　　　やゆ　　ヤレゆゆゆぐゆひ　がつ　　く　つつト　
　　　　　　　　　‡
み瓢！攣麟こえ鴛とも
＊自分たちが経験し　1　＊むかしなつかしい

　てきた、衣・食・住　　　　おもちゃづくりや
　農事のことや、工　　　　囲碁、将棋など娯
　夫、健康などの知　　　　　楽大会も

薪畳獣舗　＊舞臨護

　　　　　　　　　　　が　　　　おとしよりの皆さんへ

老人講座が始まっています
会場　十日町市公民館（本館）恋7－5011番

期間　4月～3月時間は毎回午前9時30分

　　　から午後3時30分
申込み

その他

十日町市公民館（本館）に連絡用ハ

ガキ12枚を添えて

●毎回昼食、筆記用具をお持ち下さ

い．●教材費実費負担して頂きます。

●1日参加できないかたも、半日ず

っでけっこうですのでおいでくださ
い。

　そのほかに
＊研修旅行

＊文化祭に作品を展示

する

＊保育所訪問

＊留年式

よみがえる活弁

あ、活動大写真

忠臣蔵（沢村宗之助主演〉

　　　弁士●藤田声遊

一同時上礫一
新佐渡情言舌（寿々木米若口演〉

★と　き　4月17目（土）

　　　●昼の部　午後1時半より

　　　●夜の部　午後7時より

★ところ　十目町市民会館ホール

★入場券　前売500円（当目600円）

★主　催　十目町シネマ・トトク

　　　　　十目町市公民館

　午後からは
こんなグループ学習を

＊焼もの　　＊排句

＊写真　＊いけ花
＊あみもの・手芸

r
蒙

謝
騰
鱈

鵜鑓膨
轟

ゆ
と
り

春
の
道

た
し
か
め
る

幽
の



10）
とおガ詐3昭和57年4月10日

褻
麟
饗
闘
灘
難
騒
讐

　
昭
和
五
十
七
年
春
季
小
児
マ
ヒ
生

ワ
ク
チ
ン
投
与
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

◎
該
当
者
　
ω
一
回
目
…
昭
和
五
十

六
年
七
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
　
ω
二
回
目
…

昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
～
六
月
三

十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
　
⑥
そ
の

他
…
四
歳
ま
で
の
人
で
ま
だ
投
与
を

受
け
て
い
な
い
人
と
、
一
回
し
か
受

け
て
い
な
い
人

◎
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱

者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
そ
の

他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人

◎
投
与
前
の
注
意
　
○
健
康
管
理
に

十
分
注
意
し
、
か
ぜ
等
で
病
院
に
通

院
さ
れ
て
い
る
か
た
は
主
治
医
と
相

談
の
う
え
投
与
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
投
与
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘
れ

ず
に
　
o
母
子
手
帳
、
印
か
ん
を
持

参
の
こ
と
　
○
問
診
票
は
当
目
会
場

で
配
布
し
ま
す
が
、
保
護
者
で
な
い

実
施
地
区
名

月
　
　
目

受
付
時
間

実
施
会
場

十
日
町
地
区

4
月
23
日
團

午
後1

時
50
分

～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

新
座
・
大
井
田
地
区

吉
　
田
　
地
　
区

4
月
27
日
図

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

中
　
条
　
地
　
区

4
月
28
日
困

川
　
治
　
地
　
区

六
　
箇
　
地
　
区

人
が
同
伴
す
る
時
は
、
前
も
っ
て
保

健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
用
意
し
ま
す
の

で
と
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
市
・
社
会
教
育
課
で
は
、
四
月
二

十
日
か
ら
十
日
町
市
公
民
館
で
少
年

問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
子
供
の

問
題
行
動
や
非
行
問
題
等
に
つ
い
て

悩
み
や
困
っ
た
こ
と
を
お
持
ち
の
か

た
は
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

個
人
の
秘
密
は
か
た
く
守
り
、
問
題

が
解
決
す
る
ま
で
お
力
添
え
し
ま
す
．

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
午
前
九
時
～

　
　
　
　
正
午
ま
で

●
第
一
回
相
談
日
　
四
月
二
十
日

●
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校

　
　
　
　
町
、
奮
七
－
五
〇
一
一
番
）

●
担
当
主
任
　
大
島
社
会
教
育
指
導

　
　
　
　
　
　
員

〈
お
願
い
〉
　
な
る
べ
く
事
前
に
相

州く，ば販！璽

　社会入
　　　†急マ珊ぐ自－

≧
も
噺
ぎ
甑
の
λ
り
、
ト
の

壽
書
．
轟

O
ロ
ロ
ロ
ー

口
口
ロ
ロ
「

お
呂
ロ
ロ

○
蒸
巷弦
o
ロ
ロ

・’　ノィて

，辮

盛
蓬
睾
、

　
　
　
　
　
　
＼

　
瀬
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
叉

翁
ぱ
は
は
－
．
．

δ
皐
り
塾
慧
鴨
は
ー

ん
と
之
音
e
袷
．
！
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ら

　
え
ら
い
鰻
之
ら
9

躯
δ
）

　
　
駄
声Φ勲磋

6愚
＿1㌔角ヤ

菱
あ
が
ん
ず

　
　
　
　
ユ

リ
薯
い
∬

趨き

　一
φ、

一

談
事
項
と
希
望
日
時
を
手
紙
か
電
話

で
十
日
町
市
公
民
館
内
、
少
年
問
題

相
談
担
当
者
に
、
こ
連
絡
く
だ
さ
い
．

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
十
日
町
ナ
ツ
メ
・
愛
好
会
　
七

万
六
千
三
百
八
十
八
円
（
雪
ま
つ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
i
）
　
▼
匿
名

七
千
百
九
十
三
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
　
千
円
　
▼
原
寿
会
　
五
千
八

百
円
　
▼
睦
寿
会
　
千
百
円
　
▼
下

条
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
二
千

三
百
円
　
▼
土
市
農
協
婦
人
部
　
千

五
百
円
　
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
睦
会

四
千
四
百
六
十
円
　
▼
高
田
町
三
な

か
よ
し
会
　
千
円
　
▼
水
沢
東
部
老

人
会
　
千
九
百
円
　
▼
江
道
猿
倉
軍

友
会
　
二
千
三
百
円

　
交
通
遺
児
へ

　
▼
歯
車
会
　
五
万
二
千
七
百
円

　
香
典
返
し

なるべく取り立てのいきのいいものを選び、さっと茄で
て水にさらし、ざるに上げて水気を除き、ビニール袋に
入れ空気を出す様にして密封する。1回分ずつ小さく包
み早く凍らせる。一15℃～一20℃位。

　五目おこわ
材　料　　　　　“　調理法
餅　米…………1升①餅米は前目といで水につけておく・
干　瓢・…・……・1袋②白いんげんを前日洗って水につけ

干椎茸・…一・…10枚　ておく・つきこんは水から入れて
人　参………1209　煮立ったら5分間煮てざるにあげ
油　揚……2、5枚　　ておく・干瓢・干椎茸・ひじきは・

ひじき…………159　もどして細く切り油揚は・油ぬき
つきこん………1袋　し、人参とともに細く切り上記の
くるみ…………259　材料を醤油、塩・酒・砂糖で好み
白いんげん…1509　の薄味で煮ておく・

難ii剥濃憲須∵驚犠二
　　　　　　　　　になったらおろし、具をよく混ぜ、
調味料を振りかけよく混ぜ合せ、もう一度せいろにのせ
ふかす。火をとめてから、くるみをちらす。
※五目おこわは、出来上りが軟かすぎると美味しくない
から、赤飯よりは少々こわめにふかしてから具と調味料
　　　　　　　　　　を入れ、もう一度ふかします。
　　　　　　　　　　（郷土料理研究会　いろり会）

　
▼
㈱
エ
ド
ヤ
　
十
万
円
　
▼
匿
名

十
万
円
　
▼
マ
ト
新
鮮
魚
店
　
十
万

円
　
▼
田
村
喜

十
万
円

一
（
昭
和
町
一
）

　犬を運動させる時は・…
　せまい犬舎に入れられ、またはつなが

れている犬は、欲求不満になり、不必要

に吠えたり、人に危害をカロえたりします。

毎日朝晩20～30分くらい必ず運動させて

ください。

○適当な長さの丈夫な鎖等で、犬が十分

制御できる体力のある人が運動させる。

○交通のはげしい場所、子供の遊び場、

通勤、通学の時間をさけて運動させる。

○犬が人を見て吠えたり、かみつこうと

するのを喜び、さらに犬をけしかけたり

しない。

○排便のあと始末は飼主の責任です。

．．汚蓋．‘榛、　　rミ

⑬
ふるさとの旬の料理

　こごみのからし和え
材料（5人分）　　調理法
こごみ一……5009①こごみは、ゆでて4cm位に切る・
（茄でてしぼ一、たもの〉②味噌・砂糖・酒をよくまぜ合せか

砂糖…・・…・大1壱らしを熱湯でかいて・辛味を出し
粉からし………大1　てまぜ合わせ①を和える・
酒・・…一………・大2※山菜料理

味　噌………1209冷凍しておけば・何時でも食べられ
　　　　　　　　　て春の味を楽しめます。冷凍にして
一番味の変らないのもこごみとふきのとうです。

ら
法
り
し
出
せ

変
凍
取
ら
を
ら

の
冷
く
さ
気
凍

味
の
べ
に
空
く

番
菜
る
水
れ
早

一
山
な
て
入
み

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
二
十
三
日
團
　
午
前
八
時

半
～
午
後
零
時
半
　
土
市
の
一
部
、

天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
、
漆
島

　
　
　
　
　
　
　
、
昏

事
ヒ
ガ
2
　
齢

　
○
中
魚
沼
地
域
水
資
源
対
策
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
通
産
省
の

行
っ
た
調
査
で
は
、
市
街
地
で
は
冬

期
間
す
で
に
三
万
二
千
ト
ン
も
の
地

下
水
が
安
全
揚
水
量
を
超
え
て
取
水

さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
万
二
千
ト
ン
の
水
の
量
は
、
消

雪
パ
イ
プ
の
井
戸
約
二
十
本
を
二
十

四
時
間
出
し
放
し
に
し
て
い
る
量
で

す
。　
空
気
の
次
に
大
事
な
水
。
そ
の
水

問
題
に
黄
色
の
ラ
ン
プ
が
つ
き
は
じ

め
て
い
ま
す
。

し
て
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
対
策

が
望
ま
れ
ま
す
。

／世帯数12，100／推計人ロ…49，268人（男24，080人・女25，188人）※基本台帳人ロ49，822人（3月1日現在）

市
民
の
英
知
を
結
集
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
■

◎
巡
回
内
職
相
談
ー
四
月
十
六
日
…
田
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
　
市
民
相
談
室


